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唱
の
は
白
己
周
閣
の
隣
係
仁
在
1

り
。
然
れ
ど
ぢ
・
未
だ
自
己
な
れ
ど
も
人
は
親
じ
く
界
誌
の
結
巣
を
経
験
し
て
其
不
利

の
物
質
的
資
荘
以
外
を
知
ら
合
る
に
於
て
は
専
ら
事
物
じ
識
な
る
を
知
ヶ
以
て
罪
認
を
犯
す
乙
と
な
が
る
べ
し
と
一
河

野
ず
る
白
己
の
関
係
な
究
ひ
ペ
し
。
赴
れ
印
私
見
裁
の
職
ふ
が
如
き
危
険
な
る
試
を
潟
し
た
る
に
非
グ
る
は
明
わ
な

分
な
ウ
や
が
て
白
巳
の
道
徳
的
資
在
-
を
戚
得
す
る
に
及
び
一
，
oo寸
如
何
な
る
倫
理
上
の
抑
制
識
と
縦
唱
他
人
の
経
験
或
は

て
は
自
己
の
人
類
に
糊
測
す
る
閥
係
P
這
ー
究
ず
ぺ
し
。
日
疋
れ

4

一
白
己
の
経
験
仁
よ
L
ツ
て
穫
得
し
得
ら
れ
才
る
"
も
の
な
し
。

を
然
ず
は
奇
人
が
み
一
生
涯
.6
一
於
け
る
蛍
然
の
本
分
仁
し
て
一
若
し
薬
の
経
験
に
し
て
危
険
な
る
も
の
な
る
織
は
吾
人
以

此
の
時
期
よ
ら
開
始
す
べ
き
替
の
な
ー
へ
一
一
服
史
上
よ
ら
業
の
教
訓
を
と
る
べ
き
な

b
。
其
経
験
に
し

義
感
爾
牝
の
浴
花
ず
る
白
己
の
愛
は
今
や
全
然
善
仁
向
っ
一
て
何
等
の
結
果
ナ
一
生
件
」
w
d

る
時
は
青
年
k
し
て
其
の
総
総

て
港
、
ま
ん
と
す
る
川
市
の
仁
し
て
而
し
て
之
れ
が
基
礎
を
成
一
に
執
着
し
て
止
0
・Aら
し
り
る
を
可
と
す
、
わ
く
て
?
ミ
l

ず
は
情
緒
的
生
活
な
I

り
。
っ
必
情
の
始
め
て
効
く
や
良
必
の
一
片
は
辞
に
国
防
止
避
く
る
の
ネ
な
ら
・
ポ
J

混
ん
で
諮
を
な
す
べ

芽
設
ド
ト
萌
し
、
始
め
て
愛
附
を
戚
ホ
/
る
や
善
悪
の
戚
念
牛
二
さ
を
教
へ
ら
れ
殊
仁
貧
し
き
唱
の
及
ば
勝
一
制
を
受
く
る
も

み
少
と
。
し
此
訓
錬
は
幼
年
時
代
の
消
極
的
訓
鍬
を
以
て
自
然
一
の
仁
川
到
し
て
同
情
の
涙
を
減
、
ぎ
自
己
の
機
カ
を
主
張
す
る

的
議
遜
の
性
質
b
n
一
治
く
る
に
よ
f

っ
て
翁
し
得
べ
く
而
し
て
一
に
常
r

り
で
は
殿
然
と
し
て
一
歩
を

q
借
3
歩
、
他
人
を
擁

此
の
如
主
俊
民
を
潟
ず
は
訓
刊
一
一
口
に
よ
る
に
非
ふ
少
し
て
人
に
一
議
防
衛
す
る
に
蛍
・
り
て
は
秘
め
て
敏
誌
な

b
と
維

4
叉
自

接
し
師
に
倣
ぴ
服
史
合
研
究
す
る
仁
尚
i

リ
て
建
す
べ
き
な
一
ら
卒
和
の
木
鐸
を
以
て
任
-JPJ

る
宅
の
な
L
リ
、
平
和
を
愛
す

y
り
。
「
青
年
の
数
訓
は
中
一
一
口
訴
を
以
て
輿
ふ
べ
か
ら
ふ
が

J

行
動
を
戸
る
の
精
紳
は
其
の
敬
育
の
結
果
な
l
リ、

以
て
示
す
べ
し
と
は
余
の
反
稜
し
て
巴
ま
ま
る
借
地
な
'
り
、
之
れ
J
・
岡
崎
仁
叉
宗
数
々
育
を
弘
受
く
る
唱
の
に
し
て
十

e

経
験
仁
よ

b
て
数
ヘ
得
ぺ
を
蕗
の
-
唱
の
に
如
何
な
る
事
と
J

五
才
の
折
仁
は
彼
は
白
ら
競
魂
宏
宥
ず
る
乙
と
を
知
ら
ル
ア

離
電
書
籍
に
よ
る
べ
わ
ら
ヂ
し
。
是
れ
ル
!
ソ
!
の
誘
く
蕗
十
八
才
に
歪
t
り
て
未
、
だ
之
れ
を
激
ゆ
べ
か
ら
歩
。
如
何
と

雑、

総

i
h
 

大一一六

12:3 

な
れ
ば
猿
魂
を
知
る
乙
と
尽
き
に
失
ず
る
時
以
遂
に
之
れ
機
関
の
一
般
に
豆
b
J
L
薬
効
用
放
に
緩
態
史

k
叙
説
す
議
、

を
知
る
乙
と
な
く
し
て
終
る
の
危
険
あ
れ
ば
な
・
0
0
1一
と
此
し
総
論
な
J

り
。
第
二
部
は
真
に
是
を
二
章
に
分
も
第
一
章

最
後
の
三
一
口
中
に
は
氏
が
宗
数
々
育
仁
闘
す
る
根
本
思
想
ま
以
て
鋪
道
の
組
織
及
英
政
策
を
研
究
し
、
第
二
章
生
以

を
見
る
ぺ
詮
な

b
。
若
し
之
れ
を
知
る
乙
と
早
き
に
失
す
て
賃
卒
及
貸
率
政
策
の
論
究
に
充
つ
、
就
中
第
二
点
早
川
仏
本

る
時
は
児
意
の
得
る
廃
の
宗
数
概
念
が
問
中
に
形
成
に
過
ぎ
論
中
最
宅
推
賞
を
依
す
る
部
分
広
し
て
頁
数
圧
に
百
治
々

、
ヂ
し
て
安
際
の
経
験
上
じ
は
ね
川
等
の
僚
値
を
有
せ
か
」
る
口
敏
十
高
山
一
一
日
を
重
ね
て

3
ら
ぬ
、
だ
に
興
味
多
を
此
問
題
を
厳

昔

上

の

模

様

な

る

仁

終

る

べ

し

、

一

府

多

味

多

艦

、

北

ら

し

め

花

J

り
。
第
三
部
は
内
地
水
路

K

闘
す
る
研
究
仁
し
て
、
此
事
情
引
に
闘
す
る
唱
の
は
管
理
経

済

皆

沼

k
l

一
替
の
方
訣
よ
ー
ネ
競
料
に
闘
す
る
事
ま
で
細
大
と
な
く
之

立
場

3

4

G
戒
中

s
今

/

一

一品ゲ
Y

叙
述
せ
よ
ツ
O

最
後
仁
第
四
部
海
運
政
策
の
一
丈
は
一
止
に

釘

む

が

窓

護

策

後

篇

上

三

時

山

内

れ

い

日

間

同

州

、

闘

に

生

C
2

三

遼

金

藤

一

次

に

本

舎

の

後

必

ず

ど

な

す

内

問

商

業

政

策

論

の

内

容

を

一
検
す
る
に
第
…
部
第
二
孝
仁
載
せ
文
る
小
頁
商
業
政
策
は

本
舎
は
英
名
の
一
部
す
が
如
く
ん
筑
紫
数
俊
が
前
に
解
説
上
一
一
消
袋
組
合
、
コ
ア
パ
ー
ト
メ
シ
ト
ス
ト
!
ア
い
行
商
業
他
と

梓
せ
ら
れ
食
る
プ
イ
リ
ツ
ポ
グ
イ
ヅ
チ
兵
の
経
憐
政
策
の
「
小
賀
商
業
と
の
関
係
食
料
品
欝
・
務
不
五
競
争
錦
、
勝
策
な
ど

績
篇
に
し
て
、
第
一
一
一
筋
安
遇
政
策
第
問
篇
内
閣
商
業
政
策
を
各
項
目
に
分
も
論
性
る
唱
の
な
る
が
就
中
コ
ア
パ
ー
ト

の
ニ
篇
よ
I

り
成
ゐ
。
郎
も
本
番
前
半
約
四
百
頁
は
交
通
政
‘
メ
ン
ト
ス
ト
!
ァ
L

及
消
費
組
合
tc・
小
変
商
業
と
の
関
係

策
論
に
し
て
、
是
を
凶
部
に
分
も
第
…
部
に
於
て
は
交
通
を
論
性
る
の
項
は
ゴ
ア
パ

J
ト
メ
シ
ト
ス
ト
!
ア
L

消
費

雑

ソ

録

・

1

‘

大

-l1 
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輪

特

ー

録

一

い
t

J

4

砂

大
口
丸
'

組
合
の
ご
つ
が
所
在
に
並
伐
匙
ト
り
て
i

小
貰
商
業
者
を
在
右
岡
部
而
h
V

刃
可
能
倒
な
る
濁
逸
書

ir斯
く
ま
で
に
ゴ
ト
ノ
ジ
ツ

よ
か
快
勝
せ
ん
と
す
る
統
勢
に
向
ひ
っ
、
あ
る
我
邦
最
近
ケ
ら
れ
北
る
数
授
の
投
備
に
敬
服
せ
も
d

る
を
得
ま
る
者
な

の
情
況
サ
テ
ハ
激
烈
な
る
競
争
に
伶
ラ
て
勤
号
す
れ
ば
議

b
o
寄
官
に
然
る
の
み
な
ら
安
、
評
者
以
解
読
者
が
本
寄

生
せ
ん
と
す
る
敵
対
風
例
へ
ば
彼
の
不
-F
桝
事
件
な
ど
を
念
}
の
序
交
に
於
て
原
著
者
は
最
新
薬
初
に
採
用
せ
る
知
県
:
の

顕
に
浮
べ
つ
、
読
み
行
く

ιを
は
先
縫
究
明
の
諮
問
閥
系
一
頗
序
合
拾
;
大
櫛
闘
に
於
て
欝
-
戒
の
順
序
に
係
以
北
-
川
ば

j
u
i
d敗
し
ま
成
功
せ
る
秘
策
協
な
ど

A
一

章

者

の

窓

普

通

の

憲

法

と

審

議

設

と

を

調

:
限
前
ー
に
川
…
吐

2
P如
く
に
思
れ
て
興
味
れ
決
し
て
洩
ら
一
照
し
て
以
て
経
験
政
策
の
一
部
分
の
み
を
窺
は
ん
と
す
る

去
る
な
よ
リ
C

却
一
部
第
一
一
部
以
所
謂
銀
行
政
策
に
し
て
普
通
玄
担
保
せ
ん
と
二
一
一
目
し
て
恭
一
野
一
照
表
を
鍋
げ
ら
れ
ち
ゐ
用

の
銀
行
論
に
あ
ら
ん
努
芸
誌
に
く
れ
と
な
く
程
一
意
周
到
な
る
親
切
必
に
多
大
の

g
a
r
4
5

8年
明
瞭
に
叙
説
し
あ
る
の
み
な
ら
歩
銀
行
と
工
業
と
す
の

0
2霊

は

有

害

し

て

興

味

に

宮

且

つ

線

J
Jご
，
心
第
五
引
の
如
営
地
日
湿
の
銀
行
論
に
稀
に
見
常
ゐ
好
一
切
な
る
書
と
ん
て
日
芯
を
世
の
経
一
僚
に
志
あ
る
者
の
左
右
ト
ト

4
2」
唱
あ
P
9〈
次
に
第
一
一
一
部
は
郎
も
取
引
所
論
に
し
て
会
一
般
家
す
る
を
俳
せ
も
C

る
な
よ
り
0

機
を
九
節
仁
一
分
も
取
引
所
に
関
す
る
事
項
は
其
杜
質
、
x
v
b

一

t
組
織
、
文
る
?
と
効
用
な
る
と
改
良
策
な
る
と
を
問
は
ポ
悉
一

く
之
を
論
鴻
せ
ム
ツ
O

内
容
伐
に
右
の
如
く
な
る
に
解
説
者
の
?
行
る
や
頗
一

る
統
勝
仁
し
て
議
活
総
滞
の
痕
を
止
め
診
る
は
局
内
に
先
に

時
本
新
報
詑
忠
告
が
嘆
椀
せ
る
が
如
し
。
評
者
は
例
令
解
説

に
し
て
翻
藤
一
に
非
一
念
る
に
せ
よ
邦
交
に
引
き
直
し
難
宏
一
外

1， 
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